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要旨 : 
製鉄設備では、連続鋳造機のガイドロールや圧延のロールに代表されるように、多数の回

転機械が使用されている。軸受の損傷は、製造設備の停止に直結するため、設備管理上の

重要ポイントになっている。しかし、軸受に対する負荷条件や環境条件は千差万別であり、

損傷パターンも多岐にわたる。本稿では、設備故障を低減するため、製鉄所内で発生した

転がり軸受の損傷状況を解析し、それぞれの原因に対応した改善を図っている。その中か

ら、自動調心ころ軸受に着目した長寿命化技術と転がり軸受に関する改善事例について述

べる。 

 
Synopsis : 
There are a great number of rotary machines, of which typical examples are guide rolls 
at continuous casting machine and process rolls at rolling mill in steel making plants. 
Bearing damage reflects directly on the down time of equipment, and is also one of the 












